
 

 

 

 

 

 

 

「永久の未完成これ完成である」 

これは、宮沢賢治作『農業芸術概論綱要』の結論に出てくる言葉で私の好きな言葉の一つです。

「たとえ答えが見つからなくても探し続けることこそ道が開けるものだ」と私は理解しています

が、公民館が大きく関わっている『生涯学習』や『まちづくり』にはいろんな課題がありますが、

探求し続けるという姿勢が重要だと思っています。 

さて、中央公民館では、『ふくい中央みらいカレッジ』の各コースは幸先の良いスタートを切る

ことができました。このカレッジは、市民の皆様に福井の良さを再認識していただくとともに発

信していただくことをねらいとして、各コースのプログラムを組み立てています。各公民館でご

活用いただきますようお願い申し上げます。また、よりよいプログラムにするために各地区の特

色など、プログラムに取り入れると良いものがありましたらその情報をお寄せいただくと幸いに

存じます。 
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【福井学基礎講座】開催しました！ 

幕末明治 150年 橋本左内から明治維新を考える        

～未来を拓く画期的な新国家構想と外交戦略～       

講師：名古屋大学大学院 理学研究科 東山 成江氏     

           東山氏は 2016年に「SANAI 

PROJECT」を立ち上げ、左内先

生の志や偉業を次世代に伝えら

れています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  6月 30日 環境講座  

 

東京農工大学の高田秀重氏  から 

「マイクロプラスチック汚染と使い捨てプラスチック削減」というテーマでお話を伺いました。 

 

 

 

 

 

〈参加者の声〉 

日本近海、そして世界中の海に大量のマイクロプラスチックが漂っている現状は、衝撃

的だった。私たちの生活が豊かになる一方で、こんなにも自然界に負荷をかけていると

は・・・。うすうすわかってはいたけれど、データーで見ることで改めて恐怖を感じた。 

今の世の中でプラスチックを避ける生活は難しいが、汚染低減のために“３Ｒ”(削減・

再使用・リサイクル)の取り組みに加え、“Refuse”(使用を極力避ける、断る)という４

つ目のＲも広めていき、自分の生活でも少しずつ実践していきたいと思う。 

今日感じた危機意識が日常の中で薄れていかないよう、このような学習の機会があれば

参加していきたい。 

 東京湾の水 
最近、紙のストローが

話題になっています 


